
 

 

岩手県における新型コロナウイルス感染症の予防行動及び罹患後症状に関する

研究 

 
１．研究の対象 

 岩手県が行政調査の一環として、岩手県-新型コロナ対策パーソナルサポート（LINE）

の友だち登録者 160,000人のうち、2023年 12月 11–17日までの 7日間に実施した「新型

コロナ対策に関する県民意識調査（第 7回目）」に回答した 8,960名の方 

 

２．研究期間 

 研究実施許可日〜2025年 3月 31日まで 

 

３．研究目的・方法 

 2019年 12月に世界で初めて確認された新型コロナウイルス感染症の日本国内における

まん延防止対策として、行政機関では医療提供体制、検査、感染症予防行動の啓発や、ワ

クチン接種へと幅広い対応が行われてきました。しかし、その効果や実態については十分

に研究されていません。 

 そこで本研究では、岩手県民の新型コロナウイルス感染症への予防行動に影響する因子

や罹患後症状を明らかにすることを目的として、岩手県が行政調査の一環として、岩手県

-新型コロナ対策パーソナルサポート（LINE）の友だち登録者 160,000人のうち、2023年

12月 11–17日までの 7日間に実施した「新型コロナ対策に関する県民意識調査（第 7回

目）」に回答した方のデータを用いて、次項「４．研究に用いる情報」に挙げた項目の集

計を行い、感染予防行動及び罹患後症状に関連する因子を探索的かつ網羅的に解析しま

す。 

 

４．研究に用いる情報 

 【岩手県から提供される情報に含まれる以下の項目】 

 基本情報（年代、性別、居住地、等）、基本的な感染対策に係る意識（マスクの着用、

旅行の実施状況）、コロナ感染に係る意識について（感染する可能性や影響）、ワクチ

ン接種（ワクチンの重要性、意志、接種回数、ワクチン接種躊躇の理由）、コロナ感染

について（罹患の有無、罹患時期）、コロナ罹患後症状について 等 

 

※ 岩手県から提供される情報は、氏名等の個人が特定される可能性のある情報を削除

して加工された状態で提供されますので、皆様のプライバシーは守られます。  

また、対象者の皆様を識別するためのコード（研究用の番号）と個人情報を連結す

るための情報（表）を作成しますが、その表は岩手県保健福祉部医療政策室にて適

切に管理され、本学に提供されることはありません。 

 

 本研究で取得した上記の情報は、本研究の終了が報告された日から 5年間を経過した

日、または、結果が公表された日から 3年間を経過した日のいずれか遅い日まで保管し、

その後、適切に廃棄いたします。また、上記の情報は、将来別の研究に二次利用する可能

性及び他の研究機関に提供する可能性はありません。 

 

５．研究成果の公表 

 本研究によって得られた研究成果は、研究者がまとめ疫学・公衆衛生学領域の学会での

発表や学会誌などに公表する予定です。公表に関しては、研究に参加された方のプライバ

シーが保護されるように配慮いたします。 

 

６．研究費および利益相反 



 

 

研究費は衛生学公衆衛生学講座の講座研究費を用いて行われます。本研究に関わる研究

者は、利害関係が想定される企業等との経済的な利益関係はありません。 

 

７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて、本研究の対象となる方にご了承いた

だけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合

でもお申出いただいた方に不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

   〒028-3694 岩手県紫波郡矢巾町医大通 1-1-1 

   TEL：019-651-5111（内線 5775） 

 岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座 

 研究責任者 丹野 高三 

 


